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NII学術情報基盤オープンフォーラム2023
RDMトラック



これまでの研究データ基盤 NII RDC

これからの研究データ基盤 NII RDC
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NII RDCでのDMRの実現を⽬指して

現⾏の研究データ管理基盤
GakuNin RDM

公的研究費のデータ管理
利活⽤のメタデータ

データガバナンス機能

提供中

機能評価試験中

提供中

第1世代DMP

第2世代DMP

学術機関の研究データポリシーや
DMP/DMRに対応する
データガバナンスの実現を提案



• 第0世代DMP（それ以前）
• 公的研究費の申請書や報告書で資⾦配分機関が、研究データ

の情報を把握するために利⽤。ExcelやWordで作成可能な
データ管理情報の書類。データカタログなどで公開。

• 省庁や資⾦配分機関毎にフォーマットがバラバラ。
• 第１世代DMP

• 現⾏のGakuNin RDMのメタデータ登録機能
• 政府やFA主導のDMP（公的資⾦の研究データ利活⽤・公開の

ための共通メタデータ項⽬）
• 研究データを管理しながらメタデータ管理

• 第2世代DMP
• GakuNin RDMにおけるデータガバナンス機能
• DMPだけでなく、データガバナンス全般に渡りデータ管理の

品質を向上させる
• 研究プロセスの起点から終点まで、NII RDCの研究データ基

盤全体に渡り、システム連携可能(machine actionable)化に
よるモニタリング
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GakuNin RDMと関係するDMP/DMR
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第0世代DMPの例︓NEDOデータカタログ

https://www.nedo.go.jp/activities/tsc_data_catalog.html



第1世代DMP
現⾏GakuNin RDMの
メタデータ登録機能
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公的資⾦による研究データ管理・利活⽤に
関する基本的な考え⽅について (2021年)

2021年4 ⽉27 ⽇ 内閣府, 統合イノベーション戦略推進会議
https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/9kai/siryo3-1.pdf

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/9kai/siryo3-1.pdf
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「公的資⾦による研究データの管理・利活⽤に関する基本的な考え⽅」
におけるメタデータの共通項⽬

項⽬ 必須／任意 備考

1 資⾦配分機関情報 必須※ 公募型の研究資⾦を配分した資⾦配分機関（府省含む）の英語略称
公募型の研究資⾦以外の場合は記⼊不要

2
体系的番号におけるプログラム情報
コード 任意

公募型の研究資⾦の場合は、体系的番号のうち、「機関コード」および「施策・事業の特定コー
ド」を表すコード
公募型の研究資⾦以外の場合は記⼊不要

プログラム名 任意 競争的研究費制度の名称

3
体系的番号 必須※ 公募型の研究資⾦の場合は、研究費ごとに付与される体系的な番号

公募型の研究資⾦以外の場合は記⼊不要

プロジェクト名 必須※ プロジェクトの研究代表者が統括する研究開発の範囲の名称（e-Rad課題名称等）
公式な名称がない場合は、研究者の所属機関のルールに従って⼊⼒

4 データNo. 必須
管理対象データを⼀意に特定するための番号
公募型の研究資⾦を配分した資⾦配分機関が付与
公募型の研究資⾦以外の場合はデータ管理機関（項⽬14）が付与

5 データの名称 必須 学会資料、報告資料、測定結果などの中⾝の分からない名称は避ける
6 掲載⽇・掲載更新⽇ 必須 メタデータの掲載⽇・掲載更新⽇
7 データの説明 必須 端的かつ中⾝の分かる内容を記載
8 データの分野 必須※ e-Radの研究分野（主分野）。e-Radとの連携により、⾃動⼊⼒される予定。

9 データ種別 必須 研究データ基盤システム上では、通常は「データセット」を標準とするが、データの特性に応じて
「データセット」以外の種別を選択可能

10概略データ量 任意 1GB未満、1GB以上10GB未満、10GB以上100GB未満、100GB以上等の区分により記載

11
管理対象データの利活⽤・提供⽅針 必須 無償／有償、ライセンス情報、その他条件（引⽤の仕⽅等）等を記載
アクセス権 必須 公開／共有／⾮共有・⾮公開／公開期間猶予から選択
公開予定⽇ 必須 公開期間猶予を選択した場合、公開予定⽇を記載

12リポジトリ情報 必須 現在のリポジトリ情報、あるいはプロジェクト後のリポジトリ情報
リポジトリURL・DOIリンク 任意 情報があれば記載

13データ作成者 任意 管理対象データを⽣み出した研究者の名前
データ作成者のe-Rad研究者番号 任意 管理対象データ作成者のe-Radの研究者番号
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データ管理機関 必須 各データを管理する研究開発を⾏う機関の法⼈名
データ管理機関コード 任意 データ管理機関のコード
データ管理者 必須 データ管理組織において各管理対象データを管理する担当者の名前

データ管理者のe-Rad研究者番号 任意
管理者のe-Radの研究者番号
e-Rad研究者番号がない管理者は記⼊不要、ある場合は番号研究者が番号を⾮公開にしたい場合を
除き必須

データ管理者の連絡先 必須 データ管理者の所属機関の住所や電話番号、メールアドレス等
15備考 任意

※公募型の研究資⾦による研究活動の場合

(2023年3⽉31⽇時点)

https://www8.cao.go.jp/cstp/kenkyudx.html

https://www8.cao.go.jp/cstp/kenkyudx.html


• 基本的考え⽅におけるメタデータの共通項⽬は、公募型研究資⾦による
研究データに付与するメタデータ項⽬ (15項⽬)を⼀般的に定めたもの。

• ムーンショット(MS)型研究開発制度のメタデータ項⽬を原案に⼀般化さ
れたメタデータ。

• 先⾏してMS型研究開発制度におけるデータガバナンスのために使⽤され
ている。

• 公募型研究資⾦による研究成果のデータの管理・利活⽤への利⽤の他、
内閣府や資⾦配分機関への報告や成果の分析等にも活⽤される。
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「公的資⾦による研究データの管理・利活⽤に関する
基本的な考え⽅」のメタデータへのデータ基盤の対応

公的研究費の報告⽤フォーマットで出⼒

e-Radの登録情報でメタデータの⼊⼒補完

必要に応じファイル、ディレクトリ単位でメタデータを付与

⽇常的に研究データをGakuNin RDM上で管理

①メタデータ編集
のフェーズ

②メタデータ提出
のフェーズ

第1世代DMP
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GakuNin RDM中での公的資⾦による
研究データのメタデータ管理機能 2

「公的資⾦による研究データ管理・利活⽤のためのメタデータ項⽬」
のデータスキーマへ対応。メタデータガイドライン第三版に対応

①メタデータ編集
のフェーズ

第1世代DMP



GakuNin RDM中での公的資⾦による
研究データのメタデータ管理機能 4

管理対象のファイルやディレクトリをメタデータ管理
機能で登録した際の画⾯イメージ。

②メタデータ提出
のフェーズ

第1世代DMP
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⼤型研究プロジェクトでの利⽤拡⼤
Moonshot型研究開発制度・⽬標2合原プロジェクト

作業部会を設置して、⼤規模（425名以上）な
研究プロジェクト参加者のデータ管理・共有、メタデータ登録。
複数機関・複数研究課題にまたがる研究データ管理。



第２世代DMP
GakuNin RDMの
データガバナンス機能
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機関における研究データの管理にむけて
GakuNin RDMを⽤いたDMRの提案

研究データ

研究データ
管理記録
（DMR）

研究データ
管理の方針
（DMP）

研究データ
ガバナンス

研究データ  
管理の  

品質管理  
（研究の加速）

証跡情報等
研究公正

・再現性

DMPで設定した項目に基づき記録

未来の研究構想に役立つ！ ラボノート的
役割

第2世代DMP



GakuNin RDMのデータガバナンス機能
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RDM Publication
WritingPlanning Analysis PreservationPublicationCurationCollaborationExperiment

Private Public

data

metadata

code

Readme etc.

data

metadata
code

dataset dataset

dataset

・・・
検証 DMP 出⼒

検証 研究記録出⼒

検
証

検
証

検
証

検
証

検
証

検
証検

証

Contact
Contributer
Project
Security
Privacy
Resource
Cost
… 機械的に⽀援

研究データの状態（＝メタデータ・データセット）の
変化をDMPに基づき検証、検証プロセスを保存・提供

研究データ

第2世代DMP 機能評価試験中



データガバナンス機能でのモニタリング
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DMP

プランの実⾏に必要な制約

⽣成
データガバナンス機能

data
metadata

code

Readme etc.

data
metadata

code
dataset-a dataset-b

datasets

メタデータのコレクション(状態)

検
証

システムから
メタデータを収集

研究者

研究管理者研究者 FA
DMPで管理側とコミュニケーション
（ データガバナンス機能を使って
DMPに沿ったデータ管理を実施）

DMPで研究者とコミュニケーション
（研究データ管理の実態との整合性は
データガバナンス機能が保証していると期待）

検証ルールをスキーマで表現。

分野ごとの検証ルールのユニーク性
は、それぞれのコミュニティで
スキーマを拡張する形で表現できる。

第2世代DMP

DMPで定義した状態をシステム中で満⾜しているか検証

機能評価試験中
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NII RDCを⽤いた学術機関のデータポリシー
に基づくデータガバナンスの実現

研
究
者

Ø 研究データとその管理方針・記録（DMP/R）
を機関と共有

Ø 研究成果と研究データを可能な限り公開

機
関

Ø 研究データの機関管理とコンプラ対応

Ø 研究者の研究データの管理・公開の
ための環境整備

研究データの
機関管理

研究者

研究ﾃﾞｰﾀ

DMP/R

機関

作成、保持、
機関と共に管理

研究データ管理
基盤の提供

（DMRツール含む）

研究データガバナンス
のための閲覧・保存

研究ﾃﾞｰﾀ

DMP/R

研究ﾃﾞｰﾀ

DMP/R研究者

研究者

社
会

利活用促進

コンプラ対応

機関リポジトリ

研究成果 研究データ

研究成果の
公開

OA、閲覧

研究データ公開
基盤の提供

• 研究活動中の利用
• 研究データ10年保存ルール

第2世代DMP


